
畳で生きる日本の住まい
日本で生まれた世界に誇れる床材「たたみ」。座敷で団欒から洋
間で畳ライフを楽しもうといった風潮もみられます。海外で話題
を集めている畳ですが、リラックスできる畳の間が、日本でも見
直されるでしょう。 

第31回 競技課題

敷き針
配管はライフラインをつなぐ技
安全で快適な生活を営むためには、上・下水道、給水・給湯、排
水・通気、空調、冷暖房、消火などは、欠かせない設備です。「配管
技能者」は、高層ビル、住宅、工場などの建物でこれらの配管工事
を行い、生活のライフラインを支える重要な役割を担います。こ
の「配管技能者」は、鋼管、塩化ビニル管、ステンレス管、銅管など
様々な材料を加工、接続する知識と技能の研鑽を積んだスぺシャ
リストと言えます。

第31回 競技課題

課題では、鋼管・塩化ビニル管・銅管を組み合わせた高度な配管
技能が試されます。立体的な配管ルートをオフセットや45度接
続を駆使しながら正確な寸法で仕上げます。管の「曲げ」技など
卓越した技能は見どころです。

塩ビ管

パイプベンダー

技能検定職種名（作業名）　畳製作（畳製作作業） 技能検定職種名（作業名）　配管（建築配管作業）

まず畳の両サイドに檜（ひのき）板を入れて手縫い作業で1枚の
畳を仕上げ、枠（畳台）に合わせて作った畳を中に敷き込みます。
続いて、部屋の中に設けられる「床の間（とこのま）」に敷く「ご
ざ」をつくり取り付けます。 

競技概要 競技時間 5時間（1日）

競技概要 競技時間 7時間※（1日） ※打切時間

09

畳製作

10

建築配管

山口 晃平 さん
（有）山下畳商店

職人さんがすごく減っていっているという現状がある
ので、少しでも憧れを持ったんなら一度その世界に飛
び込んでみてください！

前回大会 金メダリストからメッセージ！

出来上がった作品に対して、 
❶図面の理解力と作業手順・段取り 
❷寸法や曲げ加工の精度 
❸完成作品の全体的な出来栄え
のほか水漏れがないことも重要なポイントです。

Point
畳を作る作業で大切なことは、きちんと寸法を測り材料
を切っていくことです。
この寸法が間違っていると、いくら立派な畳を作っても
商品価値はなくなります。 

Point

塩ビ管カッター

小包丁
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